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 市民の森でイベントを開催 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＮＰＯ法人 

一二三富の会  
 (ひふみとみのかい)発行 

まちの中に緑のオアシスを

つくります  

  昨年12月18日 ｢2021 みんなで門松をつくろう｣を市民緑地｢にっさい堀込の森｣で開催しました。門松

づくりイベントの７回目、｢森｣での開催は昨年に続いて２回目になります。快晴ながら次第に風が強ま

る中、参加は35家族、子ども43人 保護者38人でした。終了後のアンケートに、このイベントにはみなさ

ん満足してくださり、次の機会にも参加したいと回答されました。                  

 

 

[子どもゆめ基金助成活動] 

 令和３年度 緑を創る部会･緑を考える部会のあゆみ (主な活動実績)

月 活動内容 活動日数 月 活動内容 活動日数

4 市民の森整備･管理 2 10 清水町、鎌倉町公園剪定 1

ドングリ公園整備･管理 2 柳町南、柳町北公園剪定 1

八幡植栽地花壇整備 1 八幡植栽地花壇整備 1

5 市民の森整備･管理 2 11 市民の森整備･管理 1

ドングリ公園整備･管理 1 市民の森 木工教室準備 1

6 市民の森整備･管理 3 市民の森「木工教室」開催 1

ドングリ公園整備･管理 2 ドングリ公園整備･管理 2

清水町、鎌倉町公園  剪定 1 八幡植栽地花壇整備 1

柳町南、柳町北公園  剪定 1 12 市民の森整備･管理 1

八幡植栽地花壇整備 7 市民の森「門松をつくろう」準備 1

7 市民の森整備･管理 3 市民の森｢門松をつくろう｣開催 1

ドングリ公園整備･管理 1 ドングリ公園整備･管理 1

8 市民の森整備･管理 2 1 市民の森整備･管理 1

ドングリ公園整備･管理 1 2 市民の森整備･管理 1

9 市民の森整備･管理 3 ドングリ公園整備･管理 1

ドングリ公園整備･管理 2 柳町南公園植樹 1

10 市民の森整備･管理 2 八幡植栽地花壇整備 1

市民の森プレパーク準備 2 3 市民の森整備･管理 1

市民の森プレパーク開催 1 ドングリ公園整備･管理 1

ドングリ公園整備･管理 1 八幡植栽地花壇整備 1

市民活動フェア展示作業 1
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市民の森を活用してのイベント 
  木の工作 と 竹の工作        [サイサン環境保全基金助成事業] 

  11月20日(土）10時～12時に、地元の小学生(２～６年生)を中心に15人の参加者を募り、初めての

｢木工教室｣を開催しました。子どもたちは、のこぎりで木や竹を切り、立体彫刻｢ヒノキオ｣や竹馬な

どを作って持ち帰りました。木工材料は現地の森から、竹は鶴ヶ島市の市民の森で調達しました。 

また、工作の指導をNPO法人つるがしま里山サポートクラブのメンバーにお願いしました。 

2021 森のプレーパーク                     [子どもゆめ基金助成活動] 
   

桧の枝に目と口を彫刻 ヒノキオ作品 希望の長さに竹を切る 竹馬完成 

花活けづくり お父さんも協力 
竹のけん玉で遊ぶ 竹ぽっくりをためす 

  10月30日(土)に第５回目となる｢2021森のプレーパーク｣を開催しました。この事業は、市民の森の

整備竣工を機に、５才から小学生の子どもたちのために、2017年(平成29年)11月に始めたものです。

今回はごく小規模ながらフィールドアスレチックのようなジップラインを設けました。 

  参加は65家族、子ども91人 保護者67人でした。秘密基地づくりは午後のイベントです。15家族を希

望者の中から抽選で選び、３家族一組で作業します。完成した５基地をそれぞれ見て回り、参加者の

手をあげた数でもっとも良くできた基地を選びました。そしてその前で記念の集合写真を撮りました。 

  

人気のロープわたり 今回初、ジップライン 

空中ブランコ 

ハンモック↑ 

 あなほり → 

木の実のクラフト 竹の工作 
秘密基地づくり 

基地づくり関係者集合 → 

(水でっぽう 竹ぽっくり) 

 

← 基地完成 
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  活動報告  公園･レク施設などの維持管理 

  今年度も４公園(清水町、鎌倉町、柳町北、柳町南)と第一住宅レクリエーション施設(通称どんぐり公

園)の維持管理作業を行いました。また八幡植栽地への多年草を中心にした花木植え込みをはじめとする

植樹作業が特筆です。公園関係は坂戸市維持管理課が所管しており、第一住宅自治会に委託された低木

や植込みの剪定を当会が実施しています。レク施設に関しては自主事業で、花壇整備や清掃、剪定などの

維持管理をしています。 

市民の森の維持管理 

  市民の森(にっさい堀込の森)は、坂戸市、土地所有者と当会の三者間で結んだ坂戸市市民緑地管理協

定に基づき、当会がその維持管理作業を年間25回前後行っています。この活動には都市緑地法に基づき、

埼玉県から｢里の山守活動助成金｣が５年間支給されます。今年はその最終年に当たります。 

八幡植栽地(ミツバツツジの並木道)の維持管理 

柳町南公園 低木剪定 
鎌倉町公園 
灌木苅込みと除草 

 

どんぐり公園 柳町南公園 

ヤマボウシ等の植込み 

草刈り作業 
支柱設置(倒木防止) 

遊歩道へのチップ撒き 
枯枝などのチップ化作業 

  トヨタ自動車のトヨタ環境活動助成事業助成金を得て、坂戸市の管理地に令和元年 11 月にミツ

バツツジの並木道を竣工させました。昨年はその場所に、埼玉県の｢みどりの活動助成金｣を得て、

季節の花が楽しめるように多年生の花木を植えました。花殻つみなどへの参加者を募集中です。 

除草と清掃作業 
夏の水やり 多年生花木植え込みのための掘削 

ナデシコ、アベリアなどの植込み 植込み完了後のパノラマ(一部分) 
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活動報告 ご近助の底力部会 

 

 

ホームページ 

編集後記  ３年ぶりの｢こもれび｣第４号をお届けします。この２年間、コロナ禍で編集子の関わる

様々な集まりも悉く中止かオンラインですが、当会は屋外の活動中心で、マスクをして作業を続けて

います。▼木工教室のヒノキオは桧細工ですが、杉で作るとスギオというそうです。でも｢〇〇お｣と

名乗るのはお爺ちゃん世代だなあと思ったりしました。▼記事はイベントの風景中心になりがちで

す。普段の地道な活動もできる限りお伝えしたいと思っています。         題字 下田健喜会員書 

緑の環境を守り、高齢者の活躍と世代間交流を図る活動をしています。  

        

https://hifumitominokai.wixsite.com/hifumitominokai 

FAX: 049- 284- 7051 
電話: 090-1601-7443 浜端(はまばた)まで 

新規会員、八幡フラワーレディズ会員 募集中！ 

正会員 16人 活動会員 14人 賛助会員９人 

(令和４年３月現在) 

 200坪の農地を借りて、

会員が自由に作物を作

れるようにしています。毎

週木曜日の朝は定例の

作業日です。採れた野

菜を新鮮朝市｢マルシェ｣

に出すこともできます。 

 毎週土曜日の朝９時に、家庭菜園で多く採れた野菜を

中心に新鮮朝市｢マルシェ｣で一般に提供しています。 

第一住宅自治会館前 

                                   江戸時代の、埼玉三富（さんとめ）地域にあやかりました。 

     三富は地域名ですが、「緑に富み、歴史に富み、人に富む」の三富とも言われています。 

一  一歩ずつ着実に目的に近づいていくという意味を込めて“一二三” 

二  一次産業(農業)をもとに、二次(加工)、三次(販売)を有機的に結合させる循環型社会を目指す 

三  この会の活動を、一(老)､二(壮)､三(青)世代で担い合い、世代を越えて進めていく 

 ※当会が目指す、緑に富み､人に富み、歴史に富む理想の自然循環型社会への思いをこの一二三

(ひふみ)の名称に込めました。 

e-mail: adgjmp686@gmail.com 

 

連
絡
先 

新鮮朝市「マルシェ」 

市民活動フェアに参加･出展 

マルシェ開催実績 (２月､３月はコロナ禍のため休止) 

一二三富の会の名称の由来 

 令和３年度の市民活動フェアは、コロナ禍のために

昨年に続いて坂戸市役所の市民ホールでの活動紹

介パネル展示（３月 11 日～18 日）になりました。 

当会を含む 18 団体が参加しました。 

 ３面で紹介した八幡植栽地には、おととしの「みどりの活

動助成金」の一部でローズマリーと６種類のラベンダーを

植えました。これらを合わせて花の手入れに関心をお持

ちの方を八幡フラワーレディズ会員として募集しています。 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

回数 や 1 4 5 4 4 5 4 4 2 や や

令和３年度ご近助の底力部会のあゆみ  

  平成２年度より福利厚生事業として会員の希望

に合わせて畑を使えるようにしました。 

(主な活動実績) 
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